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税
金
・
使
用
料
な
ど
公
共
料
金
の

  

1
月
分
の
口
座
振
替
は

    

1
月
31
日（
金
）で
す
。

〜
口
座
振
替
の
お
知
ら
せ
〜

今
回
の
振
替
は
次
の
14
項
目
で
す
。

　

○
町
県
民
税（
第
４
期
）

　

○
国
民
健
康
保
険
税（
第
10
期
）

　

○
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

　

○
情
報
通
信
使
用
料

　

○
上
水
道
使
用
料

　

○
下
水
道
使
用
料

　

○
保
育
料

　

○
住
宅
使
用
料

　

○
住
宅
駐
車
場
使
用
料

　

○
住
宅
共
益
費

　

○
老
人
ホ
ー
ム
入
所
費
用
等
徴
収
金

　

○
訪
問
看
護
利
用
料

　

○
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
料

　

○
介
護
老
人
保
健
施
設
利
用
料

＊
納
税
通
知
書
等
で
金
額
を
ご
確
認
い
た
だ

　
き
、
今
一
度
通
帳
残
高
を
お
確
か
め
い
た

　
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　下
水
道
使
用
料
金（
公
共・農
集・合
併
）

に
つ
い
て

◎
使
用
人
数
の
変
更
（
転
入
・
転

出
・
出
生
・
死
亡
）
が
あ
っ
た
場
合

は
、
速
や
か
に
役
場
水
道
課
へ
届
出

を
提
出
し
て
下
さ
い
。
使
用
人
数
に

よ
っ
て
使
用
料
金
が
変
わ
り
ま
す
。

新
着
図
書
案
内

奥
出
雲
町

　
　
図
書
館

カ
ル
プ
ラ
仁
多
図
書
室　
☎
５
４‐

２
０
８
３

横
田
コ
ミ
セ
ン
図
書
室　
☎
５
２‐

０
９
４
９

カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ
仁
多
図
書
室

『
ラ
イ
オ
ン
の
お
や
つ
』　          

小
川 

糸 

著

『
背
中
の
蜘
蛛
』 

　
　          

誉
田 

哲
也 

著

『
夫
の
ト
リ
セ
ツ
』             

黒
川 

伊
保
子 

著

『
親
に
寄
り
添
う
、実
家
の
ち
ょ
う
ど
い
い
片
づ
け
』                

Ｅｍ
ｉ 

著

『
川
の
む
こ
う
の
図
書
館
』

池
田 

ゆ
み
る 

作

『
お
お
ゆ
き
』                     

最
上 

一
平 

作

『
こ
の
計
画
は
ひ
み
つ
で
す
』 ジ

ョ
ナ 

ウ
ィ
ン
タ
ー 

文

横
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
図
書
室

『
某
』　
　
　
　
　
　
　      

川
上 

弘
美 

著

『
生
命
式
』　                  

村
田 

沙
耶
香 

著

『
世
界
の
ニュ
ー
ス
を
日
本
人
は
何
も
知
ら
な
い
』

谷
本 

真
由
美 

著

『
賢
い
冷
蔵
庫
』                 

瀬
尾 

幸
子 

著

『
ぐ
る
ぐ
る
の
図
書
室
』　      

工
藤 

純
子 

著

『
お
も
ち
さ
ん
が
ね…

』と
よ
た 

か
ず
ひ
こ 

さ
く 

え

『
ひ
と
り
で
お
と
ま
り
』 

ま
る
や
ま 

あ
や
こ 

さ
く

2
月
の
休
室
日

日
曜
日
、祝
日

2
月
の
休
室
日

月
曜
日
、祝
日

　
　
　
28
日【
月
末
休
室
】

‐今月のピックアップ ‐‐今月のピックアップ ‐

予
備
自
衛
官
補（一般・技
能
）募
集

　
一
般
の
社
会
人
や
学
生
と
いっ
た
自
衛
官
未
経
験
者

を
、予
備
自
衛
官
補
と
し
て
公
募・採
用
し
、教
育
訓

練
終
了
後
、予
備
自
衛
官
と
し
て
、任
用
す
る
制
度
で

す
。

♦
応
募
資
格
（
一
般
）日
本
国
籍
を
有
し
、18
歳
以

上
34
歳
未
満
の
者（
令
和
２

年
７
月
１
日
現
在
）

　
　
　
　
　
　
（
技
能
）日
本
国
籍
を
有
し
、18
歳
以

上
で
、保
有
す
る
技
能
に
応

じ
、53
歳
か
ら
55
歳
未
満
の

者（
令
和
２
年
７
月
１
日
現

在
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

※
そ
の
他
に
も
資
格
要
件
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
り
ま
す
。　

♦
試
験
種
目
　（
共
通
）口
述
試
験
、適
性
検
査
、身

体
検
査

　
　
　
　
　
　

（
一
般
）教
養
試
験
、作
文

　
　
　
　
　
　

  （
技
能
）小
論
文

♦
試
験
会
場　

（
一
般
）陸
上
自
衛
隊
出
雲
駐
屯
地

（
技
能
）全
国
主
要
都
市
で
実
施
し

　
　
　

ま
す
。

♦
応
募
期
間　

１
月
６
日（
月
）〜
４
月
10
日（
金
）

♦
試
験
期
日　

４
月
18
日（
土
）〜
22
日（
水
）の
う
ち

　
　
　
　
　
　

指
定
す
る
１
日

♦
合
格
発
表　

５
月
22
日（
金
）

※
但
し
、試
験
期
日
、会
場
に
つい
て
、追
加・変
更
さ
れ

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

♦
お
問
い
合
わ
せ

　

自
衛
隊
島
根
地
方
協
力
本
部

　

松
江
市
向
島
町
１
３
４
番
１
０
号

　

☎
０
８
５
２‐２
１‐０
０
１
５　

福
祉・保
育
の
お
仕
事
相
談
会・面
談
会
in

雲
南
に
お
越
し
下
さ
い
！

　

雲
南
圏
域
の
福
祉
事
業
所
に
就
職
を
希
望
す
る
方

への
就
職
支
援
を
目
的
に
開
催
し
ま
す
。

　

福
祉
の
仕
事
が
は
じ
め
て
の
方
、資
格
の
な
い
方
な

ど
、ど
な
た
で
も
ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。

※
当
相
談
会・面
談
会
は
、ハロ
ー
ワ
ー
ク
で
の
失
業
認

定
に
係
る
求
職
活
動
に
該
当
し
ま
す
。

♦
日
時　

３
月
３
日（
火
）11
時
〜
13
時

♦
場
所　
ハロ
ー
ワ
ー
ク
雲
南
２
階

♦
内
容　

個
別
就
職
面
談
コ
ー
ナ
ー

　
　
　
　

福
祉
の
仕
事
説
明
コ
ー
ナ
ー

　
　
　
　

資
料
情
報
提
供
コ
ー
ナ
ー

　
　
　
　

相
談
コ
ー
ナ
ー（
人
材
セ
ン
タ
ー
）

※
参
加
無
料
、申
込
不
要
、入
退
場
自
由
、服
装
自

由
、年
齢
制
限
な
し
、お
子
さ
ま
連
れ
で
の
参
加
も
可

♦
問
い
合
わ
せ

　

社
会
福
祉
法
人
島
根
県
社
会
福
祉
協
議
会

　
（
島
根
県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
）

　

☎
０
８
５
２‐３
２‐５
９
５
７

第
10
回
お
仕
事
チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室

「
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
デ
ザ
イ
ナ
ー
に
な
ろ
う
！
」

　

大
型
液
晶
タ
ブ
レ
ッ
ト
で
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
デ
ザ

イ
ン
し
よ
う
！

♦
日
時　

２
月
22
日（
土
）10
時
〜
12
時

♦
会
場　

島
根
デ
ザ
イ
ン
専
門
学
校

♦
対
象　

小
学
生（
４
〜
６
年
生
）

　
　
　
　

中
学
生

♦
定
員　

10
名
※
定
員
に
な
り
次
第
受
付
は
終
了

♦
参
加
費　

無
料

♦
申
込
方
法

　

２
月
３
日（
月
）か
ら
受
け
付
け
開
始
。前
日
17

時
ま
で
に
メ
ー
ル
、Ｆ
Ａ
Ｘ
又
は
電
話
に
て
①
お
名

前
②
住
所
③
日
中
の
連
絡
先
④
学
校
名
⑤
学
年

を
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

※
お
電
話
で
の
申
込
は
、平
日
９
時
〜
17
時
ま
で

♦
お
申
込
み・お
問
い
合
わ
せ

　

島
根
デ
ザ
イ
ン
専
門
学
校

　

有
線
２
０‐３
２
０
０

　

☎
５
２‐３
２
０
０

　

F
A
X
５
２‐３
２
０
１

　

メ
ー
ル info-s@

shim
ade.ac.jp

男
女
共
同
参
画
川
柳

里
づ
く
り

　「
我
が
事
丸
ご
と
」

　
　
　  

や
ら
あ
じ
ね

奥
出
雲
町
男
女
共
同
参
画
サ
ポ
ー
タ
ー

　
　
　
　
　
　 

川
柳
の
研
修
や
雲
南
市「
は
た
マ
ー
ケ
ッ
ト
」に

参
加
し
、奥
出
雲
町
も
地
域
が
一
丸
と
な
っ
て
ま

ち
づ
く
り
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
気

持
ち
を
現
し
た
川
柳
。中
山
間
地
域
な
の
で
、

「
里
づ
く
り
」と
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、「
や
ら
あ

じ
ね
」は「
や
り
ま
し
ょ
う
」の
出
雲
弁
で
す
。

　大人の凝り固まった常識を、子どもたち
は軽々と飛び越えていく。優等生の｢ぼく｣
が通う元・底辺中学は、毎日が事件の連
続。人種差別丸出しの美少年、ジェンダー
に悩むサッカー小僧。時には貧富の差でギ
スギスしたり、アイデンティティに悩んだ
り。世界の縮図のような日常を、思春期真
っ只中の息子とパンクな母ちゃんの著者
は、ともに考え悩み乗り越えていく。
（出版社紹介より記載）

『ぼくはイエローでホワイトで、
　　　　　　　ちょっとブルー』


